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新しい幼稚園教育要領に示された領域「表現」と
その指導法を読み解く
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はじめに
今年（2017（平成29））年３月に改定された幼稚園教育要領、保育所保
育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領がそれぞれの所管省府か
ら告示された（順に文部科学省、厚生労働省、内閣府）。就学前の幼児の
教育を担う幼稚園、保育所、幼保連携型認定こども園で行われる教育部分
の内容（いわゆる保育内容）がより整合性を高める形で展開されることを
意図して共通化が行われた。上記の３種類の施設では、３歳児以上の保育
内容はほとんど同じものとなっている。また、この保育内容は、「幼児期
の終わりまでに育ってほしい姿」１）として10項目の資質・能力（①健康な
心と体、②自立心、③協同性、④道徳性・規範意識の芽生え、⑤社会生活
との関わり、⑥思考力の芽生え、⑦自然との関わり・生命尊重、⑧数量や
図形、標識や文字などへの関心・感覚、⑨言葉による伝え合い、⑩豊かな
感性と表現）を育むことを具体的に目指して行われることも謳われた。
しかし、一方で各所管省とその周辺では、独自な動きも認められてい
る。
文部科学省は、幼稚園教育要領の改訂と並行するように教育職員養成課
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程の見直しを行い、新しく導入されるカリキュラムの枠組みに全国の教員
養成課程が合致するか否かを確認すべく、再課程認定を行うこととした。
平成31年度から新しく導入・運用されるカリキュラムは、従来の「教職」
と「教科」の区分を取り払う形になっている。特に、幼稚園教諭を養成す
る課程については、従来の「教科」の枠組みが「領域」に変更され、平成
34年度末までの猶予期間以降は、従前の「教科」としての科目配置がで
きなくなる２）。そして、文部科学省から委託を受けた一般社団法人保育教
諭養成課程研究会が「平成28年度幼稚園教諭の養成課程のモデルカリキュ
ラムの開発に向けた調査研究」と題した報告書３）を今年３月にリリース
するに至って、幼稚園教諭を養成する課程が指導すべき内容のミニマム・
スタンダードが示された、と理解することができる。
一方、厚生労働省４）は、保育所保育指針の改定を機に就学前に提供す
る教育の内容である保育内容を子どもの発達の様相に応じた形で見直しを
行い、３歳以上の保育内容と３歳未満の保育内容を分けている。さらに、
３歳未満児の保育内容について、乳児期の保育の重要性を鑑み、従来の五
領域（健康・環境・人間関係・言葉・表現）での内容と関連を保ちつつ新
たに「３つの視点」を導入した。具体的には、“身体的発達に関する視点「健
やかに伸び伸びと育つ」”“社会的発達に関する視点「身近な人と気持ちが
通じ合う」”“精神的発達に関する視点「身近なものと関わり感性が育つ」”
である。
新たに告示された幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こ
ども園教育・保育要領をまとめて一体的に見ると、幼稚園は３歳未満児が
利用しない一方で保育所と幼保連携型認定こども園では、乳児から就学前
児までが利用している状況にあり、３歳以上の保育内容の共通化がさらに
進められている。さらに、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」はこ
れら３種類の施設において共通に掲げられている。これらのことから、今
後、幼稚園とそこで勤務する幼稚園教諭は、入園してくる幼児が入園前ま
でにどのような育ちをしてきたのか、という観点からの幼児理解の内容を
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表層的なものからより本質的なものへと深めていく必要があるように思わ
れるし、一人一人の子どもが体験してきた育ちの質や内容に基づいた指導
が求められてくるものと推測される。
翻って、我々、幼稚園教諭を養成する課程に関わる教員は、以上のよう
な幼児教育の現場で求められる幼児の理解と指導する能力を在籍する学生
に付与できるように、乳児期における「３つ視点」に基づいた保育内容や
その後の３歳未満児に対する五領域の観点からの保育内容を踏まえた上
で、３歳以上児への五領域の観点からの保育内容（すなわち、幼稚園にお
ける幼児教育）という一連の流れを学生へ示し、修得させることが求めら
れていると思われる。
そして、これを実現するためには、幼稚園教諭の養成課程に配置された
保育内容に関する「領域」という教科目について、専門知識・技術を多く
の専任教員が持ち、それらの科目を担当できるようにしておくことが必要
となっている。
目的と方法
以上のような内外の状況変化に応じるため、特に五領域の中の保育内容
「表現」に注目し、この科目に関連が深い先生方にご参集いただいて、新
たに告示された幼稚園教育要領についての座談会を開催した。本報告は、
その座談会での遣り取りを基に、保育内容「表現」で取り扱われる専門知
識・技能やそれらをどのように学生へ指導するのか、という点について情
報共有し、議論した内容を簡潔にまとめたものである。そして、今後、担
当科目での授業に今回の座談会での議論を活かすことができるようにする
ことを目的とした。
参加者は、音楽表現の関係者として荒井、造形表現の関係者として齋藤
先生、身体表現の関係者として内山先生、調整・準備等の庶務として伊勢
先生の４名であった。
手続きとしては、まず、現行の幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保
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連携型認定こども園教育・保育要領と新たに告示された内容との比較がし
易いように各要領・指針の新旧対照表を作成した（資料１（付録参照）と
する）。また、新たに告示された幼稚園教育要領と保育所保育指針及び幼
保連携型認定こども園教育・保育要領に記されている保育内容「表現」の
文言について、比較対照がし易いように乳幼児の年齢段階に応じた各要
領・指針間の対照表を作成した（資料２とする）。
次に、資料の準備が整ったところで、2017（平成29）年７月25日に第
一回目の打ち合わせの会合を持ち、準備した資料１と資料２を参加者に配
布した。資料１に関しては、「新たに告示された幼稚園教育要領に言及す
ることで、新たに指導をしなければならない内容を挙げて下さい。」とい
う検討・確認をして頂くよう依頼した。
また、資料２に関しては、２つの取り組みを依頼した。１つ目は、「音
楽、造形、運動の各専門性の観点から関連性の高いと思われる「ねらい」
と「内容」の項目をピックアップして下さい。」と「ピックアップした項
目について、「子どものどこに注目したらよいか？」また「どのようなこ
とを学生へ指導したらよいか？」という問いへの解答例をアイデアとして
ご提供ください。」というものである。
そして、次回の座談会の日程の調整と決定を行った。
第２回目の会合は、2017（平成29）年８月７日に行った。前回の会合
で持ち帰りいただいた資料の検討および書き込み内容を気軽な雰囲気で報
告して頂いた。この時の座談会の様子はICレコーダーで録音を行い、座
談会の様子を言語化する際に参照することとした。座談会は、おおよそ開
始から１時間20分程度で終了した。
本報告の作成にあたり、ICレコーダーに記録した音声と書き込みをし
て頂いた配布資料を受け取り、ICレコーダーの音声データを文字起こし
したものと配布資料を基に文章化した。
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結果
座談会では、様々な意見が続出し、広がりのある実り多い情報共有と議
論ができた。なお、できるだけ逐語記録に近い形でまとめていくように記
述することとした。
新たに告示された幼稚園教育要領における保育内容「表現」についての
理解を深め、議論を行うことが主目的であるが、先述したように、保育所
保育指針や幼保連携型認定こども園教育・保育要領との関わりの観点から
の検討や議論を行ったため、乳児期から言及を始めることとなった。
音楽分野からの受けとめと提案
音楽表現に関しては、子どもが幼稚園に上がる前までは、幼稚園教育要
領には特別な記述はないと受け止めています。幼稚園は３歳以上の就園で
あり当然といえば当然ですが、子どもは身近なものとの関わりの中で感性
が養われ、表現力が育つため、３歳未満児の育ちが大変重要となってくる
と思います。現在我が家では１歳８カ月過ぎの孫の様子を観察する機会が
あるのですが、子どもは周囲の音や音楽的なものに対して敏感に反応して
いる姿を目の当たりにしています。そのような姿を見るにつけ、３歳未満
児の未就園児では家庭での、また保育所及び認定こども園での３歳未満児
では、現場の先生や家庭での家族との関わりが重要となってくるように思
います。特に、テレビの影響は大きいですね。子どもは日々成長を止めま
せんから、関心や行動がテレビの影響でどんどん変化してきます。子ども
はついつい新しいものに触れたがる傾向にあるようですから、現場の先生
方は、いかに子どもたちにとって新しいもの（まだ触れたことのないも
の）を子どもに提供できるのか、というところが重要になってくると思い
ます。
保育所保育指針にある内容の取り扱いを見ると「玩具」という言葉が見
えますね。今、子ども用のさまざまな音や音楽が出る玩具が市販されてい
ますが、私の孫も音や音楽の鳴る玩具でよく遊んでいます。それらはボタ
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ンを押す、ひもを引っ張る、等の操作をすることによって音の鳴る玩具は
子どもたちを刺激するかのように思います。そして、そういった音刺激や
音楽に引き出されるかのように子どもたちは体を動かし楽しみながら遊ん
でいます。子どもは音の鳴るものが好きなのですね。
ただ、音や音楽を何も考えずに子どものために良いからといって繰り返
し与えていても、子どもは先々飽きてしまいます。ですから音や音楽を提
供する側の考え方や感性が子どもにとても影響するのではないかと思いま
す。そのように考えると子どもたちには、通り一遍のことではなく、音や
音楽を提供する側（保育士や幼稚園教諭）は、何らかの子どもを音楽的に
惹きつける工夫（身体表現などを含む）や技術を身につけておくことが大
切になってくると思います。
また、音楽は年齢によって与えるものが違うとか、聞くものが変わると
か、そういうものではないと思います。どんな音楽であっても、０歳児で
も５歳児でも何らかの反応を示します。でも、その反応の内容は、０歳児
と５歳児とでまったく異なっています。ですから、音楽表現の観点から考
える時は、学生には「〇歳児さんだからこういう音楽を」という考え方を
しないで欲しいと思っています。音楽には国境はありません。
学生の感性に関することですが、音楽を鑑賞させた際その反応にあまり
広がりがないことが度々あります。何か感じてはいるのでしょうが、一
言「きれい」で終わってしまうのですね。表現力が乏しいというか、最近
の学生によく見られる傾向ですが。そんな時には、私の方から「それはど
ういうこと？」と問い直すことで、いろいろな感じ方の言葉が出てくるこ
とがあります。やはり、将来豊かな感性をもった子どもを育てようとした
ら、学生自身もさまざまな表現のできる豊かな感性を身につけるよう心が
けなければいけないと思っています。
では、その音楽的感性はどのようにしたら育つのでしょうか。その一つ
としては、「生の音楽に触れさせる」ということがあるのではないでしょ
うか。これは子どもも学生も同じだと思っています。生の音楽を目の前
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で、体験させる、そういう経験。最近ではクラッシック歌手が「０歳児か
らの音楽会」と称して、泣いてもいい、走ってもいい、親子ふれあい音楽
会が各地で開催されるようになりました。そこでは童謡をはじめオペラの
曲までさまざまな歌が、振り付けされ歌われています。その会場にいる子
どもたちは皆一様に体を動かし、時には跳ね回り、音楽を体全体で受け止
めている姿を見ることが出来ます。また、そこに居合わせた親も同様に楽
しんでいるようです。
これ以外にも、例えば「手遊びうた」をしている時、子どもは音楽が始
まると自然と体が動いてくる。そのときは子ども自身さまざまなことを感
じ取っているのですね。ところが子どもの動きはとても移ろいやすくて展
開が早いですね。その時には、保育者がその展開の早さについていけるこ
とが求められると思います。
一番、言いたいことは、子どもは新しいものに触れたときに視野が広が
るように思うのです。感性が広がるといってもよい。結果遊びの展開が広
がるのですね。どんどん、自分で想像して、創造してしまう。音楽は無形
のものであり、だからこそ、保育者は子どもにとって新鮮なものを、数多
く提供し続けられる感性、及び知識を常に磨き続けることが大切なことに
なるように思います。勿論それは学生のうちから求められることですね。
造形分野からの受けとめと提案
造形表現という場合、例えば乳児期には自ら何かを作るということはあ
りません。作るということの前の段階ですね。やはり、内側から外側へ向
けて出したいと思う何かが溜まっていなければ表現という行為は始まらな
いと思いますので、子どもには、たくさんの印象を与えたいと思っていま
す。まずは刺激があって、そこから何かを作っていくという形になるのだ
ろうと思います。
乳児の発達から考えてみますと、一つの事柄に対して一つの見方や感じ
方をするわけではなくて、毎日の生活の中で「奥行き」のある、あるいは
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「奥行き」を広げるように様々なモノに触れています。最初はしゃぶって
いたのに、時には放り投げたり、いろいろな操作を加えて、そのモノの属
性を確かめようとします。見え方と音の出方が、同じこのモノから出てき
ているのだ、というような認識を子どもにフィードバックしてあげること
が大切ではないかと考えています。
このように乳児の頃は、基本的に自分の中に印象を溜めていく時期だと
も言えます。ですから造形表現という視点で言いますと、まだ十分に表現
したいというレベルまで到達できていないように思えます。ところが身体
の発達、運動の発達が進むにしたがって、表現されるものに気付くという
ことが起きてくる。いつものように遊んでいる時、何らかの理由で自分が
やった動きの跡を確かめられる場面が出てきたとします。それを見た子ど
もは俄然面白さを感じて、いろいろな軌跡を残そうとする。例えば、何か
クレヨンのようなものをもって腕を自由に動かしていたら、たまたま紙の
上でクレヨンが滑り、跡が残る。その軌跡に気付いた子どもは「とんとん」
とか「さっさ」という音を付けてクレヨンを動かして描くという行為に踏
み込んでいきます。当然、こういった行動の広がりにとって運動能力や関
節の可動域などがとても重要な役目を果たしています。
それから、保育者の方々に是非お伝えしたいのは、子どもが偶然に開始
した描画や造形に対する安易な言葉がけが、彼らの発想を抑制してしまう
傾向があるという事です。どういう事かと申しますと、子どもの創作活動
の始まりは何かを描こうとして描くというよりも、楽しいとか嬉しいとい
うような気持ちを身体の動きで表し、その動きに付随して偶然描画やそれ
に類する活動が始まるのです。
何かの「形」が浮かび上がってきたときに、子どもの伝えたいことに対
し保育者が先回りして自らの解釈を伝えてしまう場合があります。例えば
「これは〇〇かな。」「○○が上手く描けたね。」というような言葉がけで
す。往々にして、そのような関わり方は子どもが伝えたいものを限定して
しまいます。保育者には身体表現がそのまま造形表現に転換することがあ
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るという認識が必要だと思うのです。
幼児期は抽象表現を素直に受け止めて表すことが出来ます。でも、大人
になると、抽象表現のことを難しいと捉えてしまいがちです。それは幼児
と大人とではモノの印象の受け止め方が違うという事なのだと思います。
大人はまず理解しようとします。幼児は大人と違って、具体的な着想が無
いまま作り始めることも多く、行為の跡から想像して「あ、これは○○
だ！」という発想からイメージを膨らませ創作する事もあります。身体表
現と描くこととの間に往還関係を生じさせ、行為そのものを楽しむ、言い
換えれば「造形」を遊びとして行います。
ですから保育者が具象化して写実的にモノを見ようとすることに偏る
と、子どものイメージと全く違うモノとして認知することがあり得るので
す。保育者は、子どもがそこにどのような気持ちで関わっているのかに寄
り添うことをなおざりにしてはいけません。
では、それぞれの表現の良さや美しさに気付き、対話による鑑賞を成立
させる為には、学生にどんなことを授業で経験させれば良いか、いくつか
例をあげてみます。
まず絵画表現の課題ですと、音楽を聴いてその印象を描く。あるいは特
定の曲でなくとも目を閉じ自然の音を聴いて、その印象を身体で表現し、
その動きのままに描く、色や形に置き換える、などが考えられます。雨の
降る音や晴れていれば鳥や虫の声、人の話し声や自動車の音など、生活の
なかの身近な音を素材に用いても楽しく発想を広げることが出来ると思い
ます。
他にはベーシックですが絵の具を塗った紙を二つ折りにして転写させる
デカルコマニーの手法を利用して偶然出来た形や模様からイメージを膨ら
ませ、さらに絵を描き加えて行く課題なども応用できます。題材やテーマ
を固定せずになるべく発想を広げやすい造形活動を行うことで、柔軟な感
性を備えた保育者として指導・援助を行うための基礎力が養えるのではな
いかと考えています。
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運動分野からの受けとめと提案
厳密に考えると運動と身体表現は結構遠い概念になります。ここでは、
「身体表現」という視点から発言をいたしますがご了承ください。
この身体表現の視点から学生に伝えたいことは、「発達段階に即した子
どもの理解に努めなさい」ということです。そして、この子どもの発達段
階に即した理解というのは、主に子どもの情緒面の発達段階に即した指導
が大事になるということだと考えています。
情緒を単純に表出することは子どもも大人もよくやります。それ故、当
たり前のこと、簡単なこととして考えられがちになっているように思いま
す。しかし、情緒の表出と情緒を表現することは、全く異なる活動です。
将来、保育者になろうと学んでいる学生には、「表出をする」というとこ
ろで留まるのではなく、「表現していける」ようになって欲しいと思いま
す。例えば、道具を使いながら様々な身体表現ができるようになったら良
いのではないかと思います。
それから、子どもたちに教えるのは先生ですから、先生になる前段階の
学生のうちに、子どもに教えるような教え方と同様の教え方を自分も経験
してもらうことが大事だと思っています。例えば、体の部位の名称を子ど
もたちに教えてから、「どんなふうに動くのか？」とか「力を入れたらど
うなる？」という先生の問をきっかけにした子どもの遣り取りも一考と思
います。
「どのように動かせるのか？」と問うことで、子どもたちに関節の可動
域を意識させるわけです。また、比喩を上手に使って子どもに表現したい
ものを意識させることやオノマトペを上手に使用できると、より良い展開
が期待できるものと考えています。
ただし、この遣り取りをきっかけにして身体表現に繋げていくために
は、比喩やオノマトペ、語彙といった言語表現の力が必要であることも見
えてきます。
それから、小道具の使用も考えてみたいと思います。スカーフや鈴と
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いったものを何か子どもに持たせ、体の動きに合わせて出てくる感覚や音
を確かめさせることも一つかと思います。
また、絵本などを読んだ後の子どもの持っているイメージを大切にし
て、「そのイメージを表現してみてくれるかな？」と子どもたちを促すこ
とも大変興味深いと思います。この点に関しては、以前、実際に「保育士
さんってすごいなぁ」と思うことがありました。ある研修会で参加者に出
された課題に対する回答になるのですが、「ある写真を見て、どのように
表現するのか？」というものでした。その保育士さんは、課題の素材とし
て「砂漠」の写真を見ていたのですが、おもむろに砂漠を横断するキャラ
バン隊を表現し始めます。課題の素材は「砂漠」ですから「キャラバン隊」
を表現し始めることは、素材そのものを表現したことにはなりません。し
かし、キャラバン隊が砂漠を横断する様子を表現することによって、間接
的ではありますが砂漠が垣間見せる様々な情景を見る者へ感得させてゆく
わけです。思わず感嘆しました。
その他にもオペレッタという総合芸術もとてもよい活動だと思います。
音楽・造形・身体の要素がすべて含まれているからです。また、季節を感
じさせるスキーや水泳といったスポーツなども学生たちにイメージさせて
表現させてみるということをしてみたいと思っています。
学生への指導について改めて思うことは、やはり、保育者自身が子ども
の表出・表現を受け止められることが重要だということです。しかしなが
ら、多くの学生は子どもの身体表現を評価する時に、「じょうず～」とし
か言わないのです。本当は、もっと別の褒め方や言葉かけが必要だと思い
ます。子ども自身が動きたくなるような言葉かけが大事だと思います。
そういう点では、先程似たようなことに言及しましたが「言葉」の表現
力ということも重要視されるべきと考えています。また、パントマイムと
いうことではないですが、学生が身体を使って表現する際に、亀さんなら
亀さんの動き（ゆっくり、手足を大きく動かしながら床を這うように動
く）、ウサギさんならウサギさんの格好（両方の掌を頭に乗せてしゃがむ）
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がテンプレートとしてあります。そのようなテンプレートに基づいた振る
舞いをよく考えずにしてしまうことは、やや物足りなく思います。亀さん
であれば、リクガメもいればウミガメもいます。ウミガメならまた違う動
作になるはずです。また、ウサギはいつも耳を立てているわけではありま
せん。周りに危険がなく、草を食んでいるのであれば耳をパタンと垂れて
いる時もあります。
そのように考えると、音楽でもそうだと思いますが、身体表現でも学生
のうちから「即興」ができたら本当によいと思います。しかしながら、即
興ができるためには、いろいろな事柄の積み重ねが必要です。身体表現で
あれば、自分の体についての意識や感覚に鋭敏であることは必要であると
思います。また、表現しようとする対象についての深い観察や洞察、関連
する知識が豊かに蓄えられていなければオリジナルの表現を開いていくこ
とができません。さらに、筋力やバランスといった側面も充実しているこ
とが求められると思います。
最後に、これまで考えてきたことを学生へ指導するには、時間が必要だ
ということです。保育内容「表現」や保育内容指導法「表現」だけでは、
十分とは言えないと思います。そういう積み重ねができるための時間を如
何にカリキュラム上で確保していくのか、ということを悩ましく思いま
す。
結論
本報告は、保育内容「表現」とその指導法に関わる教員を中心に、新た
に告示された幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こども園
教育・保育要領に記された保育内容「表現」のねらいと内容について、そ
れぞれの著者の専門性に基づいて、現行の内容との新旧比較、新しい要
領・指針等の間の比較を行い、以後、保育内容「表現」及びその指導法の
授業において教授すべき事柄は何か、また、どのような教材を用いればよ
いか、等々について談話形式で検討したことをまとめた。
264
荒　井　弘　高・齋　藤　千　明・内　山　須美子・伊　勢　正　明
大変自由な雰囲気での話し合いであったため、当初の目的を超えた話題
も幾つか見られたが、発散的思考の活動に特有のものとご理解をいただき
たい。
やや強引ではあるが、我々、三人が出し合った内容をまとめると、「生」
や「即興」という言葉が鍵になるように思われる。なぜなら、子どもがそ
の内側にどのような心情を蓄え、どのように表現へとつなげていくのか、
ということを保育者が考える時、子どもがどのような形で蓄えたものを表
出しだすのかが全く予想できない部分があるからだ。そして、子どもの、
時に分かり易く、時に微妙で分かり難い表出を拾い上げて、さらに子ども
の表現として引き出すことが保育者に求められていると思われる。
音楽表現や身体表現は、どちらかというと、その瞬間にその場で表現の
プロセスが終了してしまう性質を持っている。それゆえ、保育者になろう
とする学生に対しては即興での表現ができる力を養って欲しいと思う。ま
た、子どもがその場で表出・表現したことを確かに受け止めていくことが
できるような感度を高めて欲しいと考えている。
一方、造形表現は、どちらかというと、何らかの動きに沿って立ち現れ
た痕跡が表現として認識されていく性質が強い。この性質は音楽表現や身
体表現にはない特質で、結果として表現の成立がそこにあった、と気づい
ていくことが子どもの造形表現を見ていく時に必要な視点であると思われ
る。文中でもあったが、子どもが立ち上げていく「形」に先回りして命名
してはいけない、というところが造形表現における「生」や「即興」とい
う要素を端的に表現しているものと思う。
そして、学生がそのような子どもの表現を待つことができる、あるいは
子どもが表現しようとすることをくみ取っていくことができるようになる
ためには、様々な事柄の蓄積が学生に必要であるということを三者で確認
することができた。様々な事柄には、知識・技能・技術と言ったものが具
体的に想定されるが、これを統合・応用し、子どもの内側に生ずる表出・
表現したい心持ちを察し、それを「遊び」を通じて引き出し、展開させる
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力を育てようとするのが保育内容「表現」であり、保育内容指導法「表現」
であることが我々にとっての大きなハードルである。
しかし、今回の会合の機会では、様々な授業内の取り組みについてのア
イデアが紹介された。今後、我々の具体的な指導実践に結び付けられるよ
うに努力を重ねたい。
また、第２回目の会合では、それ以外に、幼稚園を修了するまでにでき
るようになって欲しい姿の捉え方についての議論も行われた。他に、ICT
の使い方についての留意点についても話題に上っていた。それらの話題に
関しても、今後継続して検討を進める必要があると考えられる。
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付録
・資料１「幼稚園教育要領の新旧対照表」
新 旧
第２章　ねらい及び内容
　この章に示すねらいは、幼稚園教育
において育みたい資質・能力を幼児の
生活する姿から捉えたものであり、内
容は、ねらいを達成するために指導す
る事項である。各領域は、これらを幼
児の発達の側面から、心身の健康に関
する領域「健康」、人との関わり関す
る領域「人間県警」、身近な環境との
関わりに関する領域「環境」、言葉の
獲得に関する領域「言葉」及び感性と
表現に関する領域「表現」としてまと
め、示したものである。内容の取扱い
は、幼児の発達を踏まえた指導を行う
に当たって留意すべき事項である。
　各領域に示すねらいは、幼稚園にお
ける生活の全体を通じ、幼児が様々な
体験を積み重ねる中で相互に関連を持
ちながら次第に達成に向かうものであ
ること、内容は、幼児が環境に関わっ
て展開する具体的な活動を通して総合
的に指導されるものであることに留意
しなければならない。
　また、「幼児期の終わりまでに育っ
てほしい姿」が、ねらい及び内容に基
づく活動全体を通して資質・能力が育
まれている幼児の幼稚園修了時の具体
的な姿であることを踏まえ、指導を行
う際に考慮するものとする。
　なお、特に必要な場合は、各領域に
示すねらいの趣旨に基づいて適切な、
具体的な内容を工夫し、それを加えて
も差し支えないが、その場合には、そ
れが第１章の第１に示す幼稚園教育の
基本を逸脱しないよう慎重に配慮する
必要がある。
第２章　ねらい及び内容
　この章に示すねらいは、幼稚園修了
までに育つことが期待される生きる力
の基礎となる心情、意欲、態度などで
あり、内容は、ねらいを達成するため
に指導する事項である。これらを幼児
の発達の側面から、心身の健康に関す
る領域「健康」、人とのかかわりに関
する領域「人間関係」、身近な環境と
のかかわりに関する領域「環境」、言
葉の獲得に関する領域「言葉」及び感
性と表現に関する領域「表現」として
まとめ、示したものである。
　各領域に示すねらいは、幼稚園にお
ける生活の全体を通じ、幼児が様々な
体験を積み重ねる中で相互に関連をも
ちながら次第に達成に向かうものであ
ること、内容は、幼児が環境にかか
わって展開する具体的な活動を通して
総合的に指導されるものであることに
留意しなければならない。
　なお、特に必要な場合には、各領域
に示すねらいの趣旨に基づいて適切
な、具体的な内容を工夫し、それを加
えても差し支えないが、その場合に
は、それが第１章の第１に示す幼稚園
教育の基本を逸脱しないよう慎重に配
慮する必要がある。
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健康（省略）
人間関係（省略）
環境（省略）
言葉（省略）
健康（省略）
人間関係（省略）
環境（省略）
言葉（省略）
表現
〔感じたことや考えたことを自分なり
に表現することを通して、豊かな感性
や表現する力を養い、創造性を豊かに
する。〕
表現
〔感じたことや考えたことを自分なり
に表現することを通して、豊かな感性
や表現する力を養い、創造性を豊かに
する。〕
１　ねらい
（1）いろいろなものの美しさなどに対
する豊かな感性をもつ。
（2）感じたことや考えたことなどを自
分なりに表現して楽しむ。
（3）生活の中でイメージを豊かに
し、様々な表現を楽しむ。
１　ねらい
（1）いろいろなものの美しさなどに対
する豊かな感性をもつ。
（2）感じたことや考えたことを自分な
りに表現して楽しむ。
（3）生活の中でイメージを豊かに
し、様々な表現を楽しむ。
２　内容
（1）生活の中で様々な音、形、色、手
触り、動きなどに気付いたり、感
じたりするなどして楽しむ。
（2）生活の中で美しいものや心を動か
す出来事に触れ、イメージを豊か
にする。
（3）様々な出来事の中で、感動したこ
とを伝え合う楽しさを味わう。
（4）感じたこと、考えたことなどを音
や動きなどで表現したり、自由に
かいたり、つくったりなどする。
（5）いろいろな素材に親しみ、工夫し
て遊ぶ。
（6）音楽に親しみ、歌を歌ったり、簡
単なリズム楽器を使ったりなどす
る楽しさを味わう。
（7）かいたり、つくったりすることを
楽しみ、遊びに使ったり、飾った
りなどする。
（8）自分のイメージを動きや言葉など
で表現したり、演じて遊んだりす
るなどの楽しさを味わう。
２　内容
（1）生活の中で様々な音、色、形、手
触り、動きなどに気付いたり、感
じたりするなどして楽しむ。
（2）生活の中で美しいものや心を動か
す出来事に触れ、イメージを豊か
にする。
（3）様々な出来事の中で、感動したこ
とを伝え合う楽しさを味わう。
（4）感じたこと、考えたことなどを音
や動きなどで表現したり、自由に
かいたり、つくったりなどする。
（5）いろいろな素材に親しみ、工夫し
て遊ぶ。
（6）音楽に親しみ、歌を歌ったり、簡
単なリズム楽器を使ったりなどす
る楽しさを味わう。
（7）かいたり、つくったりすることを
楽しみ、遊びに使ったり、飾った
りなどする。
（8）自分のイメージを動きや言葉など
で表現したり、演じて遊んだりす
るなどの楽しさを味わう。
268
荒　井　弘　高・齋　藤　千　明・内　山　須美子・伊　勢　正　明
３　内容の取扱い
　上記の取扱いに当たっては、次の事
項に留意する必要がある。
（1）豊かな感性は、身近な環境と十分
に関わる中で美しいもの、優れた
もの、心を動かす出来事などに出
会い、そこから得た感動を他の幼
児や教師と共有し、様々に表現す
ることなどを通して養われるよう
にすること。その際、風の音や雨
の音、身近にある草や花の形や色
など自然の中にある音、形、色な
どに気付くようにすること。
（2）幼児の自己表現は素朴な形で行わ
れることが多いので、教師はその
ような表現を受容し、幼児自身の
表現しようとする意欲を受け止め
て、幼児が生活の中で幼児らしい
様々な表現を楽しむことができる
ようにすること。
（3）生活経験や発達に応じ、自ら
様々な表現を楽しみ、表現する意
欲を十分に発揮させることができ
るように、遊具や用具などを整え
たり、様々な素材や表現の仕方に
親しんだり、他の幼児の表現に触
れられるよう配慮したりし、表現
する過程を大切にして自己表現を
楽しめるように工夫すること。
３　内容の取扱い
　上記の取扱いに当たっては、次の事
項に留意する必要がある。
（1）豊かな感性は、自然などの身近な
環境と十分にかかわる中で美しい
もの、優れたもの、心を動かす出
来事などに出会い、そこから得
た感動を他の幼児や教師と共有
し、様々に表現することなどを通
して養われるようにすること。
（2）幼児の自己表現は素朴な形で行わ
れることが多いので、教師はその
ような表現を受容し、幼児自身の
表現しようとする意欲を受け止め
て、幼児が生活の中で幼児らしい
様々な表現を楽しむことができる
ようにすること。
（3）生活経験や発達に応じ、自ら
様々な表現を楽しみ、表現する意
欲を十分に発揮させることができ
るように、遊具や用具などを整え
たり、他の幼児の表現に触れられ
るよう配慮したりし、表現する過
程を大切にして自己表現を楽しめ
るように工夫すること。
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